
応用確率統計（演習 6） 平成 21 年 11 月 19 日 

問 1 

実数に値をとる確率変数 X と、同じ分布に従う独立な

確率変数 X1、X2、…、Xn を考える。ただし X が区間[0、

1]上で一様分布の確率密度関数に従う確率変数である

とする。確率変数 
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とするとき、次の問題を答えよ。 

(a) X の平均と分散を求めよ。 

(b) n が 100 の時、Ynの平均と分散を求めよ。 

(c) チ ェ ビ シ ェ フ の 不 等 式 を 使 っ て 、 確 率

 1000 4 0 6. .p Y  の範囲を求めよ。 

(d) 確率  0 4 0 6 0 99. . .np Y   になるように、n の最

小の値を求めよ。 

解答 

(a) X の確率密度関数は 
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0      , otherwise
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したがって X の平均は 
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X の分散は 
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(b) Yn の 

平均：    
1
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nE Y E X  ；分散：  
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したがって Y100 の平均は
1

2
、分散は

1

1200
である。 
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したがって n の最小の値は 834 である。 

以上 

  

問 2 

実数に値をとる確率変数 X と、同じ分布に従う独立な

確率変数 X1、X2、…、Xnを考える。ただし X が区間[－

1、1]上で一様分布の確率密度関数に従う確率変数であ

るとする。確率変数 

1 2n nY X X X     

とするとき、次の問題を答えよ。 

(a) X の特性関数を求めよ。 

(b) Yn の特性関数を求めよ。 

(c) n が大きくなるとき、Yn の確率分布が法則収束す

るか。法則収束すれば、どのような確率変数に法

則収束するか。 

解答 

(a) X の確率密度関数は 

 
1 2      , 1 1

0         , otherwise
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したがって X の特性関数 
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(b) { Xn }の独立性から 
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(c) (b)の結果から、nにおいては 
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となり、各点で収束するが、原点の近くでは一様収束

しない。どんな確率分布にも法則収束しない。 

以上 


